
　

２
月
26
日
に
山
本
知
事
が「
ぐ
ん

ま
５
つ
の
ゼ
ロ
」の
実
現
に
向
け

て
賛
同
を
呼
び
掛
け
、
６
月
29
日

に
本
市
が
県
内
市
町
村
の
先
陣
を

切
っ
て
２
０
５
０
年
に
向
け
た「
ふ

じ
お
か
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
」（
２

０
５
０
宣
言
）を
行
い
ま
し
た
。

　

ふ
じ
お
か
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言

　

こ
れ
は
自
然
災
害
に
よ
る
リ
ス

ク
を
抑
え
、
命
を
守
り
、
安
心
な

暮
ら
し
と
安
定
し
た
経
済
活
動
が

可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

防
災
減
災
対
策
を
徹
底
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用
に

努
め
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
規
模
の
課
題
で
も

あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
食
品

ロ
ス
を
な
く
し
、
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
お
よ
び
市
民
幸
福
度
の

向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課（
☎
40
２

２
６
４
）

　

人
の
生
活
の
中
で「
火
」は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
食
事
、暖
房
、

　

藤
岡
歴
史
館
夏
季
企
画
展「
ふ
じ
お
か
火
の
生
活
史
」

灯
火
、
生
産
な
ど
火
を
使
っ
て
人

間
は
生
活
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
生
活
で
使
う
火
の

中
で
も
最
も
身
近
な
調
理
に
使
う

火
を
主
題
と
し
て
、
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
遺
物（
縄
文

時
代
〜
中
世
）、
市
民
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
民
俗
資
料（
近
世
〜
現
代
）

合
計
約
80
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

古
く
は
縄
文
時
代
の
煮
炊
き
に

使
っ
た
土
器
か
ら
、
中
世
の
い
ろ

　

使
い
捨
て
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
の
配
布

　

マ
ス
ク
を
脱
着
す
る
頻
度
が
高

い
飲
食
店
な
ど
に
使
い
捨
て
マ
ス

ク
ケ
ー
ス
を
備
え
付
け
、
店
舗
利

用
の
際
の
感
染
拡
大
防
止
や
マ
ス

ク
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
啓
発
を
図
る
た

め
、
希
望
す
る
店
舗
に
無
料
で
配

布
し
ま
す
。

対
象　

市
内
の
飲
食
店
、
理
美
容

院
、
歯
科
医
院
、
そ
の
他
日
帰
り

温
泉
施
設
な
ど
利
用
時
に
マ
ス
ク

の
脱
着
が
必
要
な
店
舗
な
ど

申
請
期
間　

９
月
30
日
㈬
ま
で

申
請
書
配
布　

市
役
所
、
鬼
石
総

合
支
所
、各
地
区
公
民
館（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
請
方
法　

郵
送
で
〒
375

－

８
６

０
１（
住
所
記
載
不
要
）市
役
所
健

康
づ
く
り
課
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
係
へ

り
に
か
け
ら
れ
た
鍋
、
昭
和
期
に

家
庭
で
ご
飯
を
炊
い
た

、
そ
し

て
現
代
の
調
理
器
具
な
ど
で
す
。

日
時　

９
月
６
日
㈰
ま
で
午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

開
催
期
間
中
は
無
休

観
覧
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

藤
岡
歴
史
館（
☎

㉒
６
９
９
９
）

配
布
数　

１
店
舗
当
た
り
上
限

１
０
０
０
枚（
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
ス

タ
ン
ド
付
き
）

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㉒
１
２
１
１
内
線
２
４
０
７
）

　

小
規
模
事
業
者
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
補
助
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
経
営
計
画
を
作

成
し
、
国
の
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
の「
コ
ロ
ナ
特
別
対
応

型
」の
採
択
を
受
け
た
事
業
者
に

対
し
、
事
業
者
負
担
分
を
補
助
し

費
用
負
担
を
無
く
す
こ
と
で
、
事

業
継
続
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象　

▽
従
業
員
５
人
以
下
の
市

内
に
事
業
所
が
あ
る
小
規
模
事
業

者
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業（
宿
泊
、

娯
楽
業
を
除
く
）▽
従
業
員
20
人

以
下
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
宿
泊

業
・
娯
楽
業
▽
従
業
員
20
人
以
下

の
製
造
業
そ
の
他

補
助
内
容　

自
己
負
担
分（
Ａ
タ

イ
プ
３
分
の
１
、
Ｂ
・
Ｃ
タ
イ
プ

４
分
の
１
相
当
額
）を
補
助
▽
Ａ

タ
イ
プ
＝
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

毀き

損そ
ん

へ
の
対
応
に
係
る
経
費
▽
Ｂ

タ
イ
プ
＝
非
対
面
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
へ
の
転
換
に
係
る
経
費
▽
Ｃ

タ
イ
プ
＝
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整

備
に
係
る
経
費

補
助
額　

１
事
業
者
上
限
50
万
円

補
助
対
象
事
例　

▽
非
対
面
販
売

の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
・

改
良
費
▽
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
に
配
慮
す
る
た
め
の
店
舗
の

改
装
費
▽
チ
ラ
シ
の
作
成
費
、
広

告
の
掲
載
料
な
ど

申
請
期
間　

令
和
３
年
３
月
31
日

㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課（
☎

40
２
３
１
９
）

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
に
対
す
る
支
援
事
業

　

市
で
は
自
動
車
の
運
転
に「
不

安
を
感
じ
て
い
る
」「
も
う
運
転
は

し
な
い
」と
い
う
人
が
、
自
主
的

に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
場
合

に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
手
数
料

の
補
助

　

運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納

し
た
際
に
、
運
転
経
歴
証
明
書
の

交
付
に
係
る
費
用
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

申
請
期
限　

自
主
返
納
時
か
ら
３

カ
月
以
内

公
共
交
通
利
用
券
の
補
助

　

運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納

し
た
人
に
公
共
交
通
利
用
券
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

▽
平
成
31
年
４
月
１
日
以

降
に
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を

し
た
人
▽
市
内
在
住
で
自
主
返
納

時
に
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
人

補
助
内
容　

バ
ス
利
用
券
１
万
円

分
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
利
用
券
５
０

０
０
円
分
の
補
助

　

※
ど
ち
ら
か
の
利
用
券
を
１
人

１
回
に
限
り
補
助

使
用
期
限　

交
付
を
受
け
た
年
度

か
ら
翌
年
度
の
３
月
末
日
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
安
全

課（
☎
40
２
２
４
５
）

監査委員の選任

長野　良一さん
　　　
　６月に開催された第３回市
議会定例会での同意を受け、
７月21日付で長野良一さん（根
岸）が監査委員に選任されま
した。
　任期は令和６年７月20日ま
での４年間です

①運転免許証の自主返納
（藤岡警察署・県総合交通センター）

②運転免許の取消通知書の交付
　返納当日に交付されます。

③運転経歴証明書の交付申請
　交付手数料の補助は、申請後に指定口座への振り込み
となるため、当日は1,100円が必要です。

④運転経歴証明書の交付
　証明書は藤岡警察署での引き渡しまたは郵送（別途
900円）です。県総合交通センターは当日の交付です。

⑤手数料・公共交通利用券の交付申請
　運転免許の返納時に藤岡警察署・県総合交通センター
で交付される申請書兼請求書と運転免許の取消通知書の
写しまたは運転経歴証明書の写しを、郵送または持参で
地域安全課へ提出してください。
　申請書兼請求書は運転免許証を自主返納してから3カ
月以内に提出してください。

⑥交付手数料の補助は指定口座へ振り込み、公共
交通利用券は郵送します
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